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障害のある人に対する就労支援関係予算

（健康福祉部障害者政策課）

（単位：千円）

事業内容 R6当初

障害者働く幸せ

創出事業費

福祉と企業、地域をつなぐ拠点の管理運営

・障害者働く幸せ創出センター運営

共同受注窓口の推進

・共同受注窓口での受発注を中心とした官公需の推進・強化

51,200

農福連携による工賃向上支援事業費

・農福連携ワンストップ窓口設置・製品の改良支援

・福祉事業所への全体研修、個別支援・農福連携マルシェの開催

23,200

ふじのくに福産

品応援事業費

ふじのくに福産品等ＳＤＧｓパートナー認定制度

・企業向け広報、説明会開催
2,857

ふじのくに福産品一人一品運動推進

・ふじのくに福産品の継続的な購入を県民全体で促進

・ブランド化推進 ・企業･県民向け普及啓発

2,743

ふじのくに福産品販路拡大

・新商品開発の支援
－

生産活動パワーアップ支援事業費

・職員向け研修、専門家派遣 ・共同生産体制構築支援

・生産設備導入費用の助成

48,400

知的障害者等居宅介護職員養成研修事業費

・障害のある人に対し居宅介護職員初任者研修課程を実施
9,000

障害者就労モデル事業費

・県庁内に障害のある人の働く喫茶コーナーを運営
5,031

障害者地域生活支

援事業費

障害者就業・生活支援センター事業

・就職希望等の障害のある人の課題に応じた生活面の支援
39,498

就労移行等連携調整事業

・支援対象者に対するアセスメントの実施
4,938

合計 186,867



障害者働く幸せ創出事業費

１ 概要

(1) 障害者働く幸せ創出センター

(2) ふじのくに福産品販売店「とも」

２ 主な機能

(1) 企業と地域の連携の創出

ア ふじのくに福産品購入、業務受発注に向けた企業への提案

イ 企業と事業所の連携コーディネート及び企業等と事業所との直接連携を推進

(2) 官公需の推進・強化

ア 受発注対応及び発注拡大に向けた提案

イ 官公庁や企業等からの大量発注を事業所が共同処理する体制の構築

(3) 障害のある人の「働くこと」に関する総合相談窓口の開設

事業所、企業等、障害のある人本人等からの障害のある人の働くことに関する総合相談の実施

(4) 障害のある人の「働くこと」に関する情報の共有・発信

ア 障害者の事業所での活動情報や障害者雇用企業の共有・発信

イ 事業所への業務依頼情報の共有・発信 など

区分 内 容

場所 ５風来館４階（静岡市葵区呉服町）

開所 平成22年５月21日

管理運営

委託先
特定非営利活動法人 オールしずおかベストコミュニティ

開館日時 平日（月～金）及び第４日曜日の９:00～17:30（祝日及びお盆、年末年始を除く。）

店舗名 場 所 運営日時 業務内容

とも沼津店 沼津産業ビル１階 月～金 9:00～16:00
福産品販売

軽食ｲｰﾄｲﾝ

とも静岡店
県総合社会福祉会館

１階
月～金 9:30～16:30 福産品販売



農福連携による工賃向上支援事業費

１ 目的

農業分野の担い手不足の解消に努めるとともに、障害のある人の農業分野での職域拡

大を支援することで、工賃向上及び農業分野での一般就労の拡大を図る。

２ 背景

・農業分野では農業従事者の減少・高齢化が見られる。

・工賃向上のために、障害のある人の職域拡大が必要である。

３ 支援対象

就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）事業所

４ 事業内容

５ 事業スキーム

区分 内容

農業技術等向上研

修

・全体研修

（農家・農業法人・先進的福祉事業所を講師とした研修）

・実践型研修

（参加者が操作や作業等を体験できる研修）

実習
・専門家派遣等により、事業所や農場等において農業技術につ

いて学ぶ研修

６次産業進出支援 ・農作物加工販売個別支援（専門家派遣等）

施設外就労の

マッチング支援

・農業生産者と障害福祉サービス事業所による施設外就労等の

マッチング支援の実施（Ｒ２．６月ワンストップ窓口開設）

マルシェ実施 ・事業所で製造した農産物と加工品の販売会の実施

農業関連ふじのくに

福産品ブランド化支援

・製品改良個別支援と販売促進支援による農産物、加工品のブ

ランド化支援

農福連携ワンストップ窓口

福祉事業所
ＪＡ、農業者等

作業の提供・実施

情報（農作業等）の増加
・事業所に合わせた発注

・共同受注

福祉事業所

総合窓口
・相談受付(電話、ＨＰ)

・最新情報の共有

・他機関の紹介

情報集約
・労働力（事業所）

・農作業等（ＪＡ、農業

者等）

マッチング
・労働力と農作業等の

組合せ

・契約や作業日程の調整

受注

発注 情報収集

情報提供

(窓口２人、各地区３人)



ふじのくに福産品応援事業費

１ ふじのくに福産品等SDGsパートナー認定制度

(1)趣旨

・障害のある人の工賃向上を図るため、企業からの安定的、継続的な売上が見込める

仕組みをつくるための取組として、令和５年度に、福産品の購入企業等を対象とし

た、「ふじのくに福産品等ＳＤＧｓパートナー認定制度」を創設した。

・令和６年度は、８月１日付けで 35 社・団体をパートナーとして認定した。

(2)事業内容

２ ふじのくに福産品一人一品運動推進

＜県民向け＞

＜県職員向け＞

名 称 ふじのくに福産品等ＳＤＧｓパートナー認定制度

認定基準 「福産品の年間購入額」と「役務の年間発注額」の合計が 30 万円以上

顕彰・優遇
・認定証を交付し、企業（団体）名を公表

・県における入札で優遇

運 用

・企業（団体）は、前年度の障害福祉サービス事業所等（以下「障害事業

所等」）からの購入実績が分かるもの（納品書等）を添付し県に認定申請

する。

・県は、購入先が指定を受けた障害事業所等であることを確認のうえ認定

証を交付する。認定企業（団体）は名簿に登載し、県ホームページで公

表するとともに入札での優遇をする。認定の有効期間は１年間。

項目 内 容 時期（予定）

1

企業向け

一人一品運動

協力隊

・福産品セット受注販売

・募集対象：県内企業・団体

募集：９月～11月

配布：11月～1月

2
地域密着型

一人一品運動

・地域（市町等）と福祉（事業所）、企業の連携

を図り、福産品の販売促進を実施
８月～３月

3 農福マルシェ 事業所等で生産された、農産品等の販売会 随時

4 商業施設出店 福産品（食品・雑貨等)の販売会 随時

項目 内 容 時期（予定）

1

県職員向け

一人一品運動

協力隊

・福産品セット受注販売

・募集対象：本庁全体（教委、警察含む）＋県内

出先機関（知事部局）

募集：４月～５月

配布：10月頃

2 販売促進フェア 県庁内で福産品の展示即売会を開催（夏・冬） ７月、２月


